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1．伝統文化教育を進めるに当たって

本校理科では，平成26年度より，学校教育目標の目指す生徒像「自ら学ぶ生徒」の実現を目指し，

これまでの研究成果を基に継続的に「科学的な思考力」の育成を行ってきた。その上で，より日常生

活や社会，環境の問題を捉えた課題設定の工夫や，教材の選び方の工夫に取り組んできた。また，他

教科との教材のつながりを意識した授業を計画的に行うことで，課題に対する生徒の関心を高め，思

考力の育成を図ってきた。平成28年度は，これまでの実践を踏まえ，学習した知識や技能を日常生

活や身近な科学技術を対象に活用し，更に学びを深めていけるよう工夫した。

今年度は，これまでの研究で培ってきた，課題設定や教材の工夫，更に他教科とのつながりの場面

で，日本の様々な地域の伝統文化を用いるように取り組んだ。理科の授業で伝統文化を題材として扱

うことで，身近な文化の中に理科の学習内容が利用されていること，さらに，昔から長く生活の中で

現代にも通じる科学的な方法がとられてきたことがわかり，生徒の関心を効果的に高めることができ

ると考えた。また伝統文化を題材とすることで，自国や郷士の伝統や文化についての科学的な理解が

深まり，その文化の中には他国に広がり同じように活用されているものがあることから国，異文化に

対する理解や日本人としてのアイデンティティーの育成につながると考えている。

2資質・能力の育成に当たって

（1）グローバル人材の育成について

理科では課題設定や教材の工夫,更に他教科とのつながりの場面で,学習内容に関連した日本や様々

な地域の伝統文化を題材として用いることで，学習への関心が高まり，要素Ⅱ「主体性・積極性｣，及

び日本の文化への理解の深まりによる要素Ⅲ「異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティテ

ィー」の育成につながると考えた。

（2）関連・連携の考えられる教科等について

教科横断的なカリキュラムを組むことで，課題に対する関心を高め，よりよい思考力の育成につな

がる。例として，国語科では松尾芭蕉の「菜の花や月は東に日は西に」の俳句を理科で学ぶ月の動き

や見え方の学習を生かして捉えることで，作者が当時見た，感じた情景をより具体的につかむ事がで

きる。社会科の「日本の様々な地域」では日本独自の気候の学習と関連付けることで，そこに暮らす

人々の生活・文化，地域の伝統の深い学びにつながる。また，その他の地域の気候と比べることで日

本の地域の独自性に気づき要素Ⅲにもつながる。技術･家庭科の｢材料と加工の技術」「衣食住の生活」

には理科の学習内容が生かされたもの（木材の加工と植物の体のつくり，金属加工とその性質，衣服

の材料と性質，住居の基本的な機能と運動とエネルギー）が多くある。保健体育科の「武道」では効

果的な技のかけ方を運動とエネルギーの学習から考えることができる。音楽科の「和楽器」は音の学

－59－



習の題材として扱うことで，和楽器の持つ特徴的な音について学びを深められる。美術科の「身近な

地域や日本の文化遺産」では様々な伝統文化（鋳物，金箔，九谷焼など）に理科の金属，状態変化，

化学変化などの学習内容が生かされていることを知ることで学習意欲の向上につながる。

3．成果と課題

今年度は，課題・教材の工夫や他教科とのつながりについて，効果的に用いることができる伝統文

化に関わる題材を検討した。また，それらを実際に授業で用いることで，生徒の関心・意欲を高める

ことができ，科学的な思考力を効果的に育成することができた。各学年での具体的な取組は以下のと

おりである。

来年度は，更に伝統文化に関わる題材を整理，検討し，科学的な思考力を効果的に育成することが

できるカリキュラムの作成を目指すことを考えている。

＜1年生＞

学習内容が自分たちの生活の中で生かされていることを実感させるために，珠洲の揚浜塩田での塩

作りを，物質単元の3章水溶液の性質の学習内容のまとめの場面に用いて授業を行った。その結果，

生徒の学習内容への関心を高められた。

匹薇ｦ涙~5~五~引
3章水溶液の性質の授業を通して学んだこと，印象に残っていること，新たに気づいたことなど。
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＜2年生＞

①動物図鑑を調べることより，さまざまな動物がそれぞれに生きるための工夫（生活場所・子孫の

残し方・酸素の取り入れ方・危険からの身の守り方）があることを知り，その生きるしくみと人

間の生活文化との関わりについて考える学習を行った。

’ミッション；様々な動物の特徴と生きるための工夫と人間の生活文化の関連について考えよ。

＜生きるためのしくみと人間の生活文化との関わり＞

蝋澱噸裟鯵噸撚〃
勺I1こん万参始ぃ云測解のり隙'7線茨け膠､､ぅ歪味

弓醗
に秤

0
1，＄

lな沙）

霧
＜生きるためのしくみと人間の生活文化との関わり＞

フ7ﾛｳ'鄭,コル崎や飛行動易写し"て"蝦らてと郷Y'て''3
6．その『くめ,人間とフフロウヵく･天召して,､<7てめ’て!.'人‘

間"1号所て‘’6寿物をうぐうでとょソ具=鯉2でとと重祝し
T<文化‘甫吏えて‘<､叉,診、"ある。苛六庄上!r六と唾｡T

住(ｱﾌﾎﾘﾌ7ロウ'可,隼遅這"､ぐ刈ら＝とて．'視界ﾜ良好
(1f,1'6｡くり牧割産してく攻て‘･るフンーソード．ツフ←なと“
とブ7t7Y>!可亙‘睦御町し合!､芙海L'ZL'6。人剛iZ一理必
，鯛謝り芙寿z<ﾂ廿盈11”書,嫁鳶一；1.7!.〈メ"PY'""･ﾌ。

②焼畑農業が行われているのはなぜかを化学的に検証する学習を行った。

|枯畑ではなく焼畑にするのはなぜか？花咲かじいさんが灰をまいたのはなぜか？’
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学習前のアンケートでは，化学変化が用いられた始めた時代が明治時代30％，江戸時代21％，江戸

時代以前48％，化学変化が生活に必要だと思わない生徒が10％，知っている化学変化に予習した生徒

が教科書に書かれていることを少し上げている状態であった。

「御伽草子」からも化学変化を読み取ることができ，伝統文化と化学変化は密接に関係していると

感じ，より生活を便利にするために化学変化を利用してきたと考えた。また，今後よりよい未来にな

るために化学変化が必要であると感じ取った生徒もいた。
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＜3年生＞

①イオンの学習の後，夏の風物詩である花火を題材に，炎色反応の仕組みについての授業を行った。

色の変化が見える実験だったため，生徒たちは非常に意欲的に実験に取り組んでいた。

生徒の振り返りの中には，「これから花火大会に行ったら注FIしてみたい」という感想や「昔からこ

のような技術が使われていたのはすごい」といった感想や，更に調べてみたいことを書いている生徒

も多く見られた。
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②力の学習の後，知識の活用の場面として「橋づく を行った。 1時間目の授業では，り」④力の字音の後，知識の活用の場面として｜橋づくり」を行った。1時間目の授業では，2年時に国

語で学習した五重の塔のつくりとの関連から，スカイツリーなどを例に身近なところに使われている

「トラス構造」を紹介し，「トラス構造」の強さのしくみについて学習した。その後，既習事項を活用

して橋の設計を行い，次の時間に各班で作製した橋についての発表を行った。

|各班の設計図より
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|生徒のワークシーl､』ﾐー 5
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生徒の振り返りには，他の班の発表から気づいたことや考えたことが多く書かれており，実際に身

近な橋を見に行った生徒も見られた。
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授 業者北村太郎 授業日1○月12日（木）1限～ 4限

鰈ｸﾗｽ,洲詫
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関係・連携の考えられる教科等

社会

扱う伝統文化

・生活文化

･地域文化・現代の日本文化

授業内容
０
０
０
０

０
０
０ 刀に同じよ

ア

フ に力を加えた時に，刃の部分では切れるが ，

i峰内では切れないことから，同じ力を加えても，力を加える
|面の大きさが違うと，はたらきが違うのでは？と予想し，実
|験を通して，予想を確かめ，圧力について学習する。
｜そのうえで，釘や刀の刃などは，力を加える面積を小さく
|して圧力を大きくすること，スキーやかんじきなどは，力を
|加える面積を大きくして圧力を小さくすることをうまく利用
|している，これらのことを学ぶことで，昔から生活の中で使
|われてきたものにも理科の学習内容が生かされていることに
|気づく。

特に関わる要素I～Ⅲ
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教科等で身に付けたい力（本時について）

語学力・コミュニケーション能力｜同じ力がはたらいていても

主体性・積極性、チャレンジ精神

協調性・柔軟性、責任感・使命感

， 受ける面積によっ

'てそのはたらきが異なることを考察することが
|できる。【科学的な思考・表現】
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授業のポイント・流れ

時代劇の峰内のシーンを題材に，同じ力を加えてもはたらきが違う
ことに気づかせる。

課題例）なぜ？峰内では切れないのか？

はたらきの違いはなにが原因なのか，刀の写真を見て，刃の部分と峰の
部分の違いに気づかせ，予想をたてる。

予想例）刃の方は，細いから力が集中する。峰は太いから力が分散する。

結果をもとに，考察（実験からわかったこと）を記入する。

まとめ例）峰は太いから力が分散するため切れない。
ここで

雁蔬麦花~あ~甲~だ巨万~宗

， 圧力の考え方を紹介する。

生活の中で圧力を大きくすることを上手く利用

同じく ，

している例を問う。

生活の中で圧力を小さくすることを上手く利用している例を問う。
学習内容が生活や伝統的な文化の中で活用されていることを共有する。
※生徒から，意見が出にくい場合は，スポーツの場面や雪国の生活の話を

話題として話す。

導入から課題へ

予想を立てる

予想を確かめるための実験を行う
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実践事例 理科1年
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授業者北村太郎 授業日1月11日（木）1限～ 4限
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･地域文化

０
１
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ

授業内容

塩化ナ

|液から
0

一一一｜その
0

．現代の日本文化|した再
｜使われ
0

と
う
結
て

ト
リ
え
晶
き

|に気づく。
0
0
0
０
０
０
０
凸
甲
凸
■
▲

リウム ， 硝酸カリウム , 塩化アンモニウムを水溶

出す実験結果をもとに，再結晶について学習する。
で ， 珠洲の揚浜塩田の実際の作業風景を今回学習
と結び付けて紹介することで，昔から生活の中で

た方法にも理科の学習内容が生かされていること

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I

要素Ⅱ

要素

●
●

●
●

０
１
０
０
０
１
１
０
１
０
８

教科等で身に付けたい力（本時について）

語学力・コミュニケーション能力｜飽和水溶液，溶解度，再結晶の意味について理

I解する。【自然現象についての知識・理解】
主体性・積極性、チャレンジ精神！

協調性・柔軟性、責任感・使命感｜純物質と混合物の違いについて理解する。【自
|然現象についての知識・
’
1
1
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
１
０

理解】

授業のポイント・流れ

①前 時

②本 時

塩化ナトリウム ， 硝酸カリウムを水溶液からとり出す

溶解度曲線を根拠にそれぞれの物質に適したとり出し方を予想する

予想例）塩化ナトリウムは加熱して溶媒を蒸発させる

硝酸カリウムは温度による溶解度の変化が大きいので，温度変化を利用する

･結果をもとに，考えたとり出し方について考察する。

結晶 ， 再結晶，純物質，混合物の定義を確認する。

塩化アンモニウムを使って，とり出し方を考え実際にとり出す

･珠洲の揚浜塩田の実際の作業工程の写真を見せながら，塩作りの工程の中が
今回学習した再結晶で理解できることを紹介する。

第3章水溶液の性質での学習内容の振り返りを行う。

課題

とり出す方法を考える

考えた方法に従って実験を行う

結多
引
く

， 考 察

全‘夏でまとめ

学 習内容の確 認 1

学琶'内容の〕潅認 2

振り 返 り



実践事例 理科2年

’

－66－

授 業者西野秀子 授業日6月27日（火）1限～4限

腱ｸﾗｽ,綱鶚

年2理科

組
組
組
組

４
ｓ
２
１

年
年
年
年

２
２
２
２

限
限
限
限

１
２
ｓ
４

関係・連携の考えられる教科等

社会（地理気候）

扱う伝統文化I授業内容
０
９
０
０
０

０
０
０

･伝統文化I

･地域文化・現代の日本文化

０
８
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
１
０
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

０
０
０

動物図鑑を調べることより，さまざまな動物がそれぞれに生

きるための工夫（生活場所・子孫の残し方・酸素の取り入れ
方・危険からの身の守り方）があることを知る。また，絶滅
危愼種と生活文化について知り，生きるしくみと人間の生活
文化との関わりについて考える。

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I

要素Ⅱ

要素Ⅲ

●
●

●
●

●
●

語学力 。． ミュニケーション能力

主体性・積極性

協調性・柔軟性、

異文化に対する理解と

日本人としてのアイデンティティ ー

０
０
０
０

０
０
０
１
０
０
０

教科等で身に付けたい力（本時について）

|・さまざまな動物の特徴を，生きるための工夫

|として説明することができる。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
０
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
０
０
１
９
０
０

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

［

●

●

生きるための工夫（生活場所・子孫の残し方・酸素の取り入れ方・危険
からの身の守り方）を調べる。（2○分）

調べた結果と人間の生活文化を関連づけて，絶滅しないための工夫を者
える。（15分）

。様々な動物の特徴と生きるための工夫と人間の生活文化の関連について
発表する。(10分）

･人間が動物と共存していくために，生活文化を見直していく必要性があ
ることに改めて気付く。（5分）

一夕

目U
、

二
ノ

■■■■

■■■■

．と
ノ

ー

必空、 ノ

I＝

●

●

●

スズメ

コンバインの普及により落ちもみが減りスズメ

の餌が減っている

気密性の高い住宅の普及によって巣を作る

場所が減少

尋
気密性の低い住宅が建てられるよう人□の

少ない過疎地域に住む必要がある

●

●
●

絶滅危慎種の共通点

生息地の減少

生息地の環境の悪化

外来種による捕食



実践事例 理 科 2年

－67－

授業者西野秀子 授業日11月2SB(木)2IR

鰈ｸﾗｽ,綱詫

■
ぬ
■
凸
■
凸
■
・
■
■
ロ
ー
■
凸
■
色
Ｕ
ａ
■
凸
■
凸
■

理科

0

0

;2年s組
0
0
＄

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

関係・連携の考えられる教科等

社会（アフリカリ'l'l)

技術・家庭科家庭分野

（衣生活・住生活と自立）

技術・家庭科技術分野

（生物育成に関する技術）

扱う伝統文化

･伝統文化

･地域文化・現代の日本文化

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

授業内容
ﾛ

ﾛ

I

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１
１
１

古くから伝わる生活の知恵を，化学変化の側面から捉え直

’し
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
１

， 既習事項を活用して化学的に説明できるようにする。

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I

要素Ⅱ

要素Ⅲ

Ｃ
●

●
●

●
●

語学力・コミュニケーション能力

主体性・積極性、

協調性・柔軟性、 責任感・使命感

異文化に対する理解と

日本人としてのアイデンティティ ー

０
０
０
０
０
Ⅱ
ｉ
Ⅱ
０
Ⅱ
０
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

教科等で身に付けたい力（本時について）

既習内容を用いて化学変化の実験を行い，結

｜栗をもとに化学変化の前後で物質が変化した
Ⅱ
１
１
０

１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
１
１
０
９
０
０
０
９
９
０
０
６
０
０
０

０
０
０
０
０

ことを説明することができる。

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

に

』

● 古くから伝わる生活の知恵（掃除・料理）を発表し，古くから伝わる知
恵には化学変化が多く関わっていることに気付かせる。(10分）

･枯畑ではなく焼畑にするのはなぜかを化学変化の視点で捉え，
う。(30分）

●

●

焼畑農業は
やすい土壌
古くから伝
ていること

，
作
わ
に

実験を行

酸性の土壌にアルカリ性になった灰をまいて，作物の育ち
りをしている0
る生活の知恵には，化学的に説明できることが多く使われ
気付<｡(10分）

ー＝

目U
、

二
坐
■■■

半
ﾛ

後 半

“~I

溝
－:型

卜
捌
岡
月
臥
甫
甚
閂
■



実践事例 理科3年

－68－

授業者兵地梓 授業日5月25日（木）1限～2限

腱ｸﾗｽ,洲酩

理科3年

組
組

３
４

年
年

３
ｓ

限
限

１
２

関係・連携の考えられる教科等

社会（歴史），英語（世界遺産）

扱う伝統文化

･生活文化

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
０
６
０
０
０
６
０

０
１
０
０
０

･地域文化・現代の日本文化I
’
８
０
０
１
０
１
０
８
０
０
０
一
■
》
■
。
Ｇ
ゆ
凸
印
凸
■
■

授業内容

塩化銅の電気分解から，電気を通す水溶液中に溶けている

粒子には＋または－の電気があることに気づき，実験の結

栗をもとにそれについて考察する。また ， その性質を利用

して電気めっきが行われていることを知る。

特に関わる要素I～Ⅲ

要 素 I

要素Ⅱ

要素Ⅲ

●
●

●
●

●
●

語学力 。． ミュニケーション能力

主体性・積極性

協調性・柔軟性、

異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティティ ■一一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

教科等で身に付けたい力（本時について）

|・電気が通る水溶液中に溶けている粒子は＋ま

|たは－の電気を持っていることを理解し，それ
|を実験の結果をもとに科学的に説明する力を育

|成する。
I
０
０
０
０
０
０
Ｂ
甲
凸
Ｕ
凸
ｇ
凸
甲
一
■
玉
Ｕ
▲
甲
０
０
玉
Ｕ
▲
ワ
凸
甲
■
▼
凸
ｇ
０
▼
凸
ワ
■

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

●

●
●
●

前回の授業内容を引き継ぎ
I性質があるのかどうかを

前時の
課題の
実験・
発表（

身の回
われて
日本の
遺産）
振り返

確認（5分）

9

， 塩化銅水溶液に含まれる銅には＋の電気の
実験の結果をもとに考察する。

確認・実験の説明(10分）
考察（15分）

(5分）

りの水道な
いる電気め
めっきの始
について紹
りを書く。

ど
つ
ま
介
く

が銀色
きの仕
り（？
する。
5分）

にな
組 み
）
（

っていることに注目させ
みについて触れる ◎

， 現在日本で行

と言われている東大寺の奈良の大仏（世界
5分）

一一

目U
、

4■■■

ー

ノ

ー

必迄、

I＝
一



実践事例 理科3年

－69－

授業者兵地梓 授業 日7月18,20B(火9 木）1限～2限

腱ｸﾗｽ,洲詫

理科

S年1～ 4組

関 係 ・ 連 携 の 考 え ら れ る 教 科 等

英語 ， 数学（光と音の速度） ， 美術

扱う伝統文化

● 生活文化

･地域文化・現代の日本文化

８
０
０
０
０
８
０
８
０
０
０
１
１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
８
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
《

授業内容

｢薬品A～Dに含まれている金属原子の種類は何だろうか」

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I

要素Ⅱ

●
●

●
●

語学力・コミュニケーション能力

主体性・積極性、チャレンジ精神

協調性・柔軟性、責任感・使命感

ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
０

０
０
０

教科等で身に付けたい力（本時について）

i実験の結果をもとに科学的に説明する力

'（炎色反応の実験結果から，薬品にふくまれる
|金属原子の種類が何であるかを考え，根拠を明
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
Ⅱ

１
１
０

●
■
一
二
■
■
由
■
△
■
■
凸
■
△
■
■
△
■
■
△
■
■
△
■
■
△
■
■
、
■
▲

らかにして説明する。）

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

ここまでの学習で，イオンの種類や，それによって決まる水溶液の性質について学んできた
。本時は，指導書に生徒配付資料として掲載されている「原子中の電子の配置と炎色反応」
について，炎色反応で色のついた光が出るしくみや，実際どんな金属でどんな色の炎がでる
のかを実験を通して理解していくことを目指す

～伝統文化とのつながり～

0

炎色反応は日本の夏の風物詩である花火や，焼き物（九谷焼など）の釉薬には金属の原子が
含まれており，それらが熱を加えられたりすることで発色することが利用されている。
これらを題材に，これまでのイオンなどの学習とのつながりを考えさせながら授業を展開す
る 0

花火の動画を見せる

↓

花火の光が様々な色をしていることに，金属原子が関係していることを知る
↓

資料集を見て，どんな金属がどんな色の炎を出すのかを知る
↓

実験

4種類の薬品A～Dについて炎色反応の実験を行い，

その炎の色から何の金属原子が含まれているのかを考察
する 0

↓

発表・結果のまとめ

↓

本時のまとめ



プチ研記録用 紙

－70－

授業者兵地梓 授業日11月23B(木）1限

鰈ｸﾗｽ,洲詫

3年4組 3年4組理科

関 係 ・ 連 携 の 考 え ら れ る 教 科 等

国語（五重の塔はなぜ倒れないか）

技術（本立て作り）

,

扱う伝統文化｜授業内容

● 牛活文化

･地域文化

1スカイツリー
Iの耐震技術）

のつくりには日本の昔ながらの技術（五重の 塔

や比較的新しい技術（鉄筋の
0

iわれていることから，それぞれの技術の良
|トラス構浩を利用して橋を作製する。作製
|してきた力の合成や分解などをふまえ，班
0

1つくることとする。
0
■

0

ト
さ
は
ご

ラス構造）が使

を考え，実際に

， これまで学習

とに1つの橋を

特に関わる要素I～Ⅲ

要素I

要素Ⅱ

要素Ⅲ

●
●

●
●

ｅ
●

語学力・ コミュニケーション

主体性・積極性

協調性・柔軟性

異文化に対する理解と

能力

日本人としてのアイデンティティ ロニー

０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
’
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

教科等で身に付けたい力（本時について）

(本時）身の回りの建造物に力の分解を利用し
た構造があることを知り，意欲的に橋を作製し
よ

ｰ

フ とする ○

(次の時間）身の回りの建造物に使われている

力の分解の工夫について，自分たちで作った橋

をもとに科学的に説明することができる。

授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）

(導入）生徒たちは2年生のときに，国語で「五重の塔はなぜ倒れないか」という文章を読
んでいる。その中で五重の塔に見られる耐震構造など，日本の昔の建築物に見られる工夫に

ついて書かれている。

また ， 日本がほこる世界一の電波塔「スカイツリ 豆一 」は五重の塔で使われている耐震の仕組

みと「トラス構造」を組み合わせてつくられていることを伝え，今回は「トラス構造」に着

目していくことを伝える。

(展開）「トラス構造」は橋にもよく使われている構造であり，金沢市内でも犀川大橋の構

造などに使われていることから，自分たちで「トラス構造」の橋（ストローブリッジ）を作
製し ， 「トラス構造」にはどんな良さがあるのかを「力の分解」の視点から考えていく。

次の時間に

に行い，ク

，自分たちの作った橋の強度の検証を行い，

ラス全員による投票結果をもとにベストブリ

ご1

橋の良さに関するプレゼンを班ごと

ツジ賞を決定していく。

？ 週？ 週




